　　　　２００３年度宮津ブロック宣教司牧計画の評価と２００４年度宮津ブロック宣教司牧計画
２００４年２月１３日丹後大宮教会で開催された宮津ブロック会議は

標記の二点について協議し、承認しました。

宮津ブロック　モデラトール　瀬戸高志

　　
２００３年度宮津ブロック宣教司牧計画の評価　　　　　　

２００３年度宮津ブロック宣教司牧計画・短期目標

１　信仰教育『学び』の充実をはかる

1 子どものための信仰教育について
⒜教会学校：各教会独自、いくつかの教会で合同で実施されているが、リーダーが苦労している。

　　　

　　　　⒝キャンプなどの実施状況：
　　　　　　小　学　生　　　　　　　　　　中　・　高　生

場　所　　　網野教会　　　　　　　　　　　　　丹後町平

日　時　　　７月２０・２１日　　　　　　　８月９・１０日

参加数　　　６６人　　　　　　　　　　　　１９人（中９人　高４人　青年６人）

リーダー　　２１人　　　　　　　　　　　　１２人

内　容　　　教会の伝統的祈り　　　　　　　キャンプのふりかえり（資料）参照

　　　　　　十字架の道行きの作成　

評　価

　　小学生対象キャンプ：全員が充実した時を過ごした。天候が心配されたが室内での活動ばかりでなく、泳ぐこともできたし、リーダーたちの協力態勢も年期の入ったものだった。参加者が作成した１５留の道行きの絵もとても生き生きと描かれ、司教訪問の時には、裏打ちされて司教ミサのときに奉献し、祝福していただいた。これを各小教区に巡回展示している。会計の面からも適当であるということで、この計画は今後も継続されることが望ましい。

　　

　　中高生対象キャンプ：今年はリーダーと中高生の中間の年齢層である卒業生（青年たち）の参加が果たした役割は大きかったし、先輩の歩みに対する関心もあり、全員が積極的に参加した。全体の企画（木工で長椅子作り、食事の準備を買い物から、先輩による話し、絵本の読み聞かせ、また、ミサの工夫等）良くもりあがり、四季を通じて集まりを持ちながら、信仰体験を分かち合い、共同体つくりをしようと言う方向ができた。

　　中高生のその後の動き：夏の体験を生かしたいとの希望から以下の取り組みが行われた。

　　秋：１０月２６日　丹後町鞍内キャンプ場（虎杖小学校跡）においてデイキャンプ。全員でミサの準備；大きな十字架作成、ギターによる伴奏、歌の準備、ミサ用のパン焼き、祭壇の設営など、この十字架は司教訪問のときのミサで奉献し、祝別していただいた。十字架の道行きと共に各小教区に巡回する。

　　冬：１２月２７日・２８日　大宮教会で合宿

　　

　宮津ブロックのキャンプの成功は準備するリーダーたちの、何回にもわたる綿密な打ち合わせ、密接な連絡、意気込みのたまものだと感じる。特にかつての青年たち現在　の『第５の会』のメンバーの協力の力が大きい。

　　　　⒞　リーダー養成・研修について：この点についてブロックとしての養成とか、研修という意味では特に取り上げて評価できるものはない。しかし、ブロック内の小教区全体としての今年度の動きを振り返る時、以下の点について注目しておくことが良いと考えられる。

　　　　　　

１　今年の京都教区の「信仰教育を考える」というテーマを中心に、それぞれの小教区の役員会、小教区協議会が何回かの勉強会をもった。また、教会学校のリーダーも少なくとも意識して話し合いはした、しかし、そのための研修をしたわけではない。

２　ブロックとしては、司教訪問を前にして子どもがある両親、教会学校に関わるリーダーその他が２回ほど集まり、信仰教育の現状の把握と認識、問題点その他について忌憚なく話し合ったことは評価できる。

３　教区の教会学校リーダーの研修会には呼びかけがあったにも関わらず１名のみの参加だったことは少し淋しい。

４　宮津ブロック司牧担当者会議（Ｂ．Ｐ．Ｍ．）が、教会学校リーダーの相談窓口を決めたので、ブロックとしてではないが、いくつかの教会の教会学校リーダーの困難、問題に答える相談会を継続して３〜４回開催した。また、窓口になっている担当者との個別の出会いは数回行われた。

５　２小教区合同の高校生の集い　１回（高校生だけの集いであったので、それなりの話題について深めることが出来た。継続が望まれているが受験などのため１回のみ）

６　同じ２小教区合同の子どもを持つ保護者の集い３回（分かち合い．祈りの集い）。親としても、信仰を深めるための祈りと学びの時間を取ることの必要性を痛感して、今後も継続したいという意向をもっている。

　　

以上、研修とか養成をブロックとして組織的に行うところまで行かないが、小教区独自に努力したり、担当者との関わりを作ることも出来た。２００４年度に向かっても「子どものための信仰教育」については継続して、これらのテーマを追求していきたい。

②　大人のための信仰教育について

　　

　⒜　黙想会の開催　四旬節、待降節の黙想会はブロックとして実施された。これは今後も実施を続ける。

　⒝　信仰の基礎を学ぶ；谷口神父様の指導による学びがブロック全体に開かれている。
毎月昼の部と夜の部がある。

　⒞　その他；各小教区で独自に行われている勉強会、聖書の集い、聖書の学びは相当数がある。司牧担当者会議では、これをブロックのものとするところまではいかないが、どこで、何時、何が行われているかについてリストアップして、　各小教区に知らせることにより、ブロックでこれを共有し、役立てることができ　　　るのではないかと計画したが、まだ実施されていない。早急に連絡できるように考えていく。

　⒟　京都教区聖書委員会の報告：京都教区で行われている聖書講座について聖書委員会に出席したSr.小川から報告があった。

大人のための信仰教育については、ブロックとしては谷口神父様の「信仰の基礎を学ぶ」のみであるが、各小教区の独自の取り組みが多数あることは、この面がおろそかにされているのではないといえる。

・　今後ブロックのものとするためにどのように工夫すれば良いのか。

・　すべてをブロックの企画にしなくてもよい。ブロックの企画にするとかえって自由な発想で動けなくなるのではないか。

・　しかし、ブロック内で行われていることを共有することは必要なこと。みなが有効に活用できるなどの意見が出た。　

２　福音宣教する共同体となるために
　　　　①　開かれた教会となるために　それぞれの教会が取り組んできている。

　　　　⒜　６つの共同体全体の連絡、交わりは多少難しい点もあるが、３教会ずつの連絡交わりは密になっているのではないか。

　　　　⒝　教会内部での交わりは少しずつではあるが進歩している。
ブロックの黙想会場、集会等に際しての当該小教区の役割など。

　　　　⒞　地域社会との交わり、情報の発信・受信はまだ充分とは言えない。

　　　　　　その中でも次のようなものがすでに行われている。

　　　　・　大宮教会のフィリッピン人のためのホールの開放、

· 峰山教会祈りに来る外国人のための配慮、
· 峰山教会の不登校児、不登校生徒のグループ（Ｂ・Ｆｒｅｅ）へのホールの開放
· 峰山教会で、地域の出身者がアフリカで医療活動をしておられるのを地域の人々と共に応援する目的でバザーを開催。

　　　　・　宮津教会の観光客・巡礼者への配慮、結婚式を希望される人々への配慮

　　　　・　網野教会の教区内外のキャンプするグループに対する教会ホールの開放、

　　　どの項目を取り上げても、信徒の献身的な奉仕なくして実行出来るものではない。これからも、このような努力を続けていくことが望ましい。　　

　　②　社会に呼びかける教会　少しずつではあるが信徒の中に動きがみられる。

　　　　⒜　平和行進の実施　宮津教会から天の橋立てまで

　　　　⒝　ピース９への呼びかけ等　「第５の会」宮津・岩滝教会を中心に。

　　　　⒞　イラクでの平和の盾に参加した方のお話を聞く会、など。

　　　　⒟　京都教区の国際協力委員会への参加（宮津ブロックから２名）

　　　　⒠　各小教区に国際協力委員をおく。

　　　　⒡　大宮教会の信徒が、小さいもの、貧しいものの働きの場を提供しているのに対して、ブロック内のいくつかの教会からボランティアが出て、食事の準備など応援している。

これらに関してもまだ充分とは言えないので、意識を喚起していくことが必要。

　　　　受けよう・生きよう・広めよう『キリストの豊かないのちを、共に生きるために』という２００３年度の宮津ブロック宣教司牧計画のしおりを私たちは受け取ったが、これを年間にどれだけ意識して生きたか、も評しなければならないのではないか。以上の具体的な事項についての評価と共に、もう一度ここに示されている言葉を味わってみたい。ある教会では、毎日曜日に『宮津ブロック共同祈願』を祈っていたことを高く評価したい。

あなたの豊かないのちをいきるために

おん父・み子・聖霊の人類への情熱を、

わたしたちのうちにも　燃やしてください。
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